
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

かえるの声がにぎやかになり、田んぼに水がはられたことに気がつきます。水面がきらきらしている風景や苗が植えられてい

る様子は、のどかさを感じてとても心地よく気持ちがゆったりしてきます。過ごしやすいこの季節、しっかり楽しみましょう。 
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 桜も散り、緑が増えてきました。草花が成長に入る今、私たちもまた一段と 

成長したいものですよね。今、当センターでは「手話通訳者養成講座」「要約 

筆記者養成講座」「盲ろう者通訳・介助員養成講座」の受講生を募集中です！ 

どうでしょう？今春はあたらしいことを始めてみませんか？  

■春は新たなスタートの季節です。新たな道へトライしてみませんか？ 

●手話通訳者養成講座 

 手話通訳とは、日本語（音声言語）を手話に置き

換えたり、手話を日本語に置き換えることで、聞こ

えない方と聞こえる方の、お互いの意思疎通支援

を行います。 

 その意思疎通支援の担い手である手話通訳者を

養成するのが、この講座なのです。 

募集定員は 12 名で、まずは面接により受講可否

を決定します。なお、締切は５月 17日(水)です。 

【三重県要約筆記者養成講座】 

 聴覚障害者は全員、手話ができるわけではあり

ません。 

 厚労省の調査では、聴覚障害者の中で手話を使

う人の割合は 18％程度だそうです。 

手話でのやり取りを必要としている人には手話通

訳を、日本語でのやり取りが必要な人には要約筆

記が必要です。 

●盲ろう者通訳・介助員養成講座 

 「見えない」「聞こえない」「コミュニケーショ

ンができない」という三重苦を背負う盲ろう者を

支援するのが、盲ろう者通訳・介助員です。 

 この講座では、盲ろう者通訳・介助員についての

知識やよりよい介助方法をはじめコミュニケーシ

ョン技術等、盲ろう者の多様なニーズに応えるこ

とのできる知識並びに技術等を学びます。 

募集定員は 20名、締切は５月 22日(月)です。 

  

要約筆記者とは、聞こえない・聞こえにくい人のた

めに、話し言葉をその場で文字にして伝える通訳

です。 

 本講座は、「手書きコース」「パソコンコース」

と 2 コースに分かれており、各コースとも募集定

員は 15名となっています。なお、締切は 6月 22

日(木)です。 

■試験的に「comuoon」を設置しています 

 聞く側と話す側の双方にとって「聞こえのバリア

フリー」の機器と言われる「comuoon（コミュー

ン）」は、小型マイクと小型スピーカーがセットと

なっています。 

 現在、全国各地の病院や自治体、ろう学校などで

設置が進んでおり、三重では、百五銀行で設置が始

まりました！ 

 この comuoon、体験してみたい方もおられると

思います。アツミメガネ様のご厚意で『comuoon』

を 2 ヶ月程度お借りし、センターのカウンターテー

ブルに設置しました。 

 センターにお立ち寄りの際は、ぜひご体験くださ

いませ。（注：置かせていただくのは 6 月 30 日頃

まで期間限定となっていますのでお早めに！） 

 カウンターには

「comuoon」「磁

気ループ」「筆談ボ

ード」などを設置

しています。 

 聞こえない人の

コミュニケーショ

ン方法に合わせた

対応ができます 

 さっそく、来

所された聴覚

障害者の方に

体験していた

だきました。 

 人によって

聞こえ方に差

があるようで

すね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■字幕映像ライブラリー 今回のイチオシ作品 はこれです！ 
『家族ロビンソン漂流記ふしぎな島のフローネ』シリーズ 

暖かくなって来ると気持ちも自然と前向きになりますね。自然と

風景や街並みを眺めたくなります。今回は「過酷な環境に置かれた

家族が、いろいろな困難や逆境の中でも明るさを失わず、前向きに

生きていく」アニメ名作シリーズの紹介です。 

「借りたいけど、なかなかセンターに行くヒマがない～」とお嘆

きのアナタ、大丈夫です。郵送で貸出や返却ができるんです。詳し

くは当センターホームページで！ 

 アニメの 1シーンです 

■センター登録団体等の行事のお知らせです！（手話通訳・要約筆記付き） 

■第 70回三重県聴覚障害者福祉大会 

日 時 ：平成 29 年 5 月 21日(日)10：00～16：00 

                 ※9：30～ 受付 

場 所 ：四日市市総合会館 8階 視聴覚室他 

    （四日市市諏訪町 2番 2号） 

内 容 ：第 1部 式典 

     第 2部 通常総会・県サ連総会 

     第 3部 特別企画 記念講演  

    演題『コレってアリですか？』 

        講師 小野 広佑氏（手話ニュースキャスター） 

問合せ先：三重県聴覚障害者協会 FAX(059)223-4330／TEL(059)229-8540 


